
平成２２年度「革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発
（課題エ：感性情報認知・伝達技術）」の開発成果について

１．施策の目標
・人間の空間認知メカニズムに基づき、実在感、臨場感という感性情報を十分伝達できる立体表示方式の開発に必要な、
脈波、脳計測などの客観的計測に基づく臨場感計測技術の確立を目標とする。

２．研究開発の背景

・「感性情報認知・伝達技術」は、驚きや快適さといった情感や暗黙知等、五感を超越した感性をありのままに伝えるため
の技術であり、国内外ともに、本格的な研究には未着手の状況である。この技術を確立することにより、ＩＣＴによる遠隔

疎 感 がでのコミュニケーションにおいて、対面のコミュニケーションと同等以上のリアリティ、意志の疎通、理解・感動の共有が実
現される。本課題は、このような技術の基盤となる「感性情報の伝達性能を生理学的指標により客観的に評価する手法」
の開発を行うものである。

各種立体デ プ イ 脈波分析３．研究開発の概要と期待される効果

・人に、各種の立体ディスプレイ及び立体映像
コンテンツを提示し、同時に指先から検出した
脈波の分析から 被験者の受けた感性情報

各種立体ディスプレイ、
立体映像コンテンツ 被験者

脈波分析
システム

脈波分析

脈波の分析から、被験者の受けた感性情報
（実在感、臨場感）を計測する手法を開発する。
・社会的に求められているリアルなテレワーク
システムや、超臨場感ＴＶ会議システムなどの
開発において 客観的指標の活用により

４．研究開発の期間及び体制 0.55
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脈波分析開発において、客観的指標の活用により、
効率的な推進が期待できる。
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主な成果：指先からの脈波計測により生体作用評価実験（被験者１０名）を実施。
２Ｄと、３Ｄの視聴時に、立体感の違いにより、有意差の出る生理指標を得た。

２Ｄまたは、３Ｄ映像を提示し、指先から
脈波を計測

２Ｄと３Ｄの視聴時で、有意差ある生理指標を得た

実験状況

ρmax※

・図１で示されるように、
２Ｄ ３Ｄ視聴時の間で

標準偏差が有意に減少
図１

実験状況 ２Ｄ，３Ｄ視聴時の間で、
ρmaxの平均には有意
差が、見られないが、
標準偏差には、有意な
減少が得られた。これは、

２Ｄ視聴時 ３Ｄ視聴時

拍 血 ゆ ぎ 期状態を表す指標

３Ｄ映像の刺激によって、
ρmaxの分散が減少する
ことを示している。

生理指標と主観評価との対応関係を分析

実験用提示
映像コンテンツ

※ρmax：心拍と血圧のゆらぎ間の同期状態を表す指標

生理指標と主観評価との対応関係を分析映像コンテンツ
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ρmax分散

・図２には、輝度、コントラストを
高めた映像を含め、３種の映像
条件で 生体作用評価実験を

図２

高輝度映像条件

基本映像条件

指尖光電脈波波形

0.027

0.028

0.029

0.03

0.031 条件で、生体作用評価実験を
行った結果を比較している。
立体感の主観評価が高まるの
につれて、ρmaxの分散が
減少していく、対応関係が明らか
とな た また これらの結果は

高コントラスト
映像条件

基本映像条件
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主観評価スコア（立体感）

となった。また、これらの結果は、
コントラストが立体感に影響の大
きい要因であることも示している。

映像条件
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１．これまで得られた研究成果（特許出願や論文発表等）

国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 報道発表 展示会 標準化提案

革新的な三次元映像
技術による超臨場感
コミュニケーション技コミュニケ ション技
術の研究開発
（課題エ：感性情報認
知・伝達技術）

３ 0 0 0 0 0 0
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